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2026.2.20(金)西城自治振興区だより
Vol.164

✽こちらから

お入りください

西城町観光協会とタイアップした

情報サイトです

地域の情報などを発信します

ヒバゴンのまち

西城町

自然豊かな広島

県庄原市西城町

の様々な情報を

お届けします♫

西城まちづくり便

ヒバゴンの町西城

制

作

中

西城まちづくり便

e-mail:saijyo.jichi@gmail.com

TEL/FAX:0824-82-2175

広島県庄原市西城町大佐734〶729-5722  

生涯学習部会って！ ～その生涯学習って何？
西城自治振興区には、三つの部会（総務広報・環境福祉・地域振興）と、さらに生涯学習部会があります。

（生涯学習は、合併以前の２０年前までは、公民館事業として実施）。今は、この学びによる人づくりの生涯学

習活動と「安心・安全で、元気な」地域づくりの住民自治活動との二分野で構成されています。

（学びによる自分・人づくりから、相互理解による参画・協働の自治・地域づくりを構想しています。）

生涯学習とは、「人が生涯を通じて、自己の充実や生活の向上、社会貢献などの目的で、自発的に行うあら

ゆる学習活動のこと」と説明され、学校教育だけでなく、家庭教育、社会教育、企業内教育、趣味、ボランティ

ア活動、文化・スポーツ活動、レクリエーション活動など、人生のあらゆる場面で、自分に合った方法で学ぶこ

とを通して、豊かな人生と活力ある社会を築く上で重要とされています。人生をより豊かにするための「生きて

いく姿勢そのもの」であり、「生涯学習社会の実現」が求められています。人は生涯に渡って学び、学び直し

て発達するという人間観です。

「学び・学習」とは何か。４つの柱が言われています。

１．生きることを学ぶ

２．為すこと学ぶ

３．人間として生きることを学ぶ

４．共に生きることを学ぶ

学びをひらいて自分をつくり、人をつなぎ

地域をつなぎ、暮らしをつむいで、人生を

豊かにすることを通して、自治をつくること

だと構想しています。

ちなみに、国連で採択された学習権宣言は、次の

ようになっています。「学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、想像し、創造す

る権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、あらゆる教育の手だてを得る権利であ

り、個人的・集団的力量を発達させる権利である。」

地域民主主義を問いつづけて、「自治を育てる」もとになる学びの権利であると考えています。

交通（芸備線）

医療（西城病院）

教育（紫水高校）

「いま、ここ」を生きるための課題の山塊

安全のとりくみ（防災）総務広報部

安心のとりくみ（地域福祉）環境福祉部

元気のとりくみ（ドローン）地域振興部

生涯現役としての学びのとりくみ

（教室・講座、自主運営教室）生涯学習部

社会的共通資本としての

西城自治振興区 会長 田村富夫
※自治振興区総代会の議案書資料から

参加者募集！

2月27日（金）13：30～

都合により変更になることがあります。

講師：宮原賢治

夜の部 3月25日（水）17：00～
昼の部 3月11日（水）13：30～

独自ルールで行うマージャンで未経験者や初心者の方

でも大歓迎です！予約・参加費不要です。

3月13日（金）13：30～

やさしいパソコン教室 健康マージャン

ロビー展

旧正月にあわせ、0歳児から5歳児が書き初めをおこな

いました。歳を重ねるごとに成長が見られます。2月末ま

で展示しています。

編み物やししゅう、パッチワークがお好きで、若いとき

から作り続けられています。作成した作品は娘さんや

親戚にあげられています。是非、観にきてください。

出展者：萩原澄真子

西城自治振興センター

1学年21名が参加した地元の

食材「そば」を利用した実習で

す。地域で活躍されている講師

の丁寧な指導で、生徒達はそ

ばを打ち、かけそばにしました。

日本食をより身近に感じ、調理

する楽しさと技術を身につけま

した。

12月18日（木）

紫水高生そば打ち体験

指導を受けながら麺棒で平らな丸形に広げますうちたてのかけそばをいただきます
図示している通り、地域課題の山塊の、基底に学びを置いて、中腹に地域づくりとしての安全・安心・元気

へのとりくみを配置して、最頂部には交通・医療・教育の三位一体の大きな地域課題へのとりくみを据えて、

西城自治振興区の役割と活動内容の全体像を構想するところまで、活動の歩みをすすめることができました。

どうぞよろしくお願いします。

　パソコン教室
　初心者から中級者対象の教室
　毎月2回（第2、4金曜日）実施

　寄せ植え講座
　外部講師を招き、本格的な寄せ植え
　の方法と楽しさを学ぶ（8月）

　子ども写真教室
　小学生向けの写真教室（10月）
　写真を通じて地域を知る講座

　しめ縄作り教室
　正月用しめ縄作りで文化と世代間継
　承を推進（12月）

　生きがいづくりの創出
　センターロビーやオープンスペースの
　活用による作品展示

　人権学習講座
　人権感覚を養い，暮らしやすい地域
　を構築させる講習会等（12月）

生涯学習自主運営教室

　少年スポーツ教室

　〇各講座・教室の支援

　各講座の代表者を含
めた「生涯学習運営委
員会」で生涯学習事業
の計画立案・調整

生
涯
学
習

　生涯学習フェスティ
　バルの開催

　第54回西城町美展開催(10月）

書道教室、ヨーガ教室など17教室

西城バレーボールスポーツ少年団、ユニオ
ンズ、比婆いざなみベースボールクラブ

学習成果報告会

1月23日（金） ウイル西城

生徒による神楽の披露

令和７年度西城紫水高等

学校学習成果報告会が開

催されました。

今回の内容も生徒達がい

ろいろな発想を基に、時間

をかけて調査し、取りまとめ、

提案する内容でした。

テーマが西城地域を基盤

に考えられた内容でした。

発表を聴き終えて、生徒

達の未来が希望のあるもの

と思えると同時に、西城が心

に刻めるものでした。

火災想定通報避難訓練

庄原市役所西城支所・

水夢・西城自治振興セ

ンター合同実施

備北地区消防組合の指

導のもと、火災を想定した

消火・通報・避難訓練を実

施した。館内放送の実施、

逃げ遅れがないか確認、

消火器の使用訓練など、

訓練の積み重ねがいざと

いう時に大切です。

発表内容
１学年・学校周辺に生息している昆虫を調査する

・西城―大地といのちの進化を解き明かす
２学年・山紫水明～大富山を用いた地域活性化について

・西城町神社 寺巡りスタンプラリー
３学年・花ごよみ ｉｎ 西城紫水高校

・ひらがなを使って楽しく成長するための遊び考案
西城地域貢献活動講座

・デイサービス萌 ・西城交通
・庄原市立図書館西城分館

３年生の発表
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人権学習講演会

テーマ：聴くことからはじまる、やさしさづくり！

～つながりとは、やさしさが形になること。それが人権！

‥数々の失敗が私に気づかせてくれたこと‥

講師：庄原市社会福祉協議会 会長 上田正之氏

1月31日（土） 参加者53名

西城自治振興区 会長 田村富夫
～講演会にいただいたご感想の一部を紹介します～

・大変素晴らしい講演内容でした。身近な事例で自己を見直すきっかけを得ました。ともすれば、生涯学習活動が多

い自治振興区の中で、今回のような活動もとても大事な活動だと思っておりました。人権問題は幅が広く、且つ深い

ものと思いますが、地域の皆が思いやりを持って和やかな地域となるよう望みます。

・体験談、とっても分かりやすく胸を打ち考えさせられました。経験から、今の自分に学ばせていただきました。

・とても良い話を聴かせていただきました。話す相手の方に自分の意見を押しつけてはいないか反省をしました。相

手によりそった聴き役になりたいと思います。

・実体験の話には重みがあり、大変勉強になりました。受容がいかに大切なことか改めて気付かされました。マザーテ

レサの言葉は以前から大好きです。

参加者へ生き方ノートの説明

環境福祉部会（第4回） 地域に小さな助け合いグループ（小サロン）を作ることを目的

にし、9月25日、11月27日と社会福祉協議会について学び、集

まりの場について、グループ討議を行いました。

集まりの場が必要であることは参加者全員が一致しています。

今回は今までの意見を基に話し合いをしました。世話人に負

担がかからないようにすること。日頃からの声かけ、声かけのタ

イミングが重要との意見がありました。まとめとして、活動状況を

周知していく。いろいろな集まりの場を選択できればよい。でき

ることをできる範囲で。必要なところに必要な情報を伝える。

SNSを使用してリアルタイムで情報をつたえるなど、活発な意見

交換となりました。

1月29日（木）

あいさつをされる氏田部長

五日市公盛会自治会子ども会で「とんど焼き」を行いました。

子ども会関係者は総勢２０名弱。各家庭から持ち寄った正月飾りを燃や

し、煙とともに、年神様をみんなでお見送りしました。

明けましておめでとうございます。

大屋今櫛会では、毎年実施している新春講演会を、1月12日（成人の日）

に西城市民病院長の郷力先生を招き「地域の包括医療と病院を取巻く問

題」等について話して頂き、皆さん熱心に聞き入っておられました。

その後は、インドネシアからの「株式会社ひばごんファーム実習生」によ

るバリ島の珍しい民族舞踊で会場が大変盛り上がりました。

最後は、出演者の半数が西城紫水高校生

で編成された西城神楽愛好会の舞を観賞しな

がら楽しい昼食を取り楽しい1日を過ごしました。
大屋今櫛会 会長 岡田隆博 記

大屋新年会

集まりの場の世話人交流会で、民生委員・西城自治振興区環境福

祉部員の有志で作られた【劇団せわぁ～ない】による、老後の資金や

住み替えなどの、西城で暮らし続けるための経済学を、楽しい劇にし

て上演されました。真に迫る演技で笑いあり涙ありの名演でした。その

後の茶話会では、生き方ノートの紹介がありました。参加者から、今日

の劇をいろいろな場で上演してほしいとの声が上がっていました。

五日市公盛会自治会子ども会事務局 樋口智絵 記

前夜から雪が降り積もり、寒空の下でしたが、子どもた

ちは、とんど焼きで舞い上がった灰とともに、雪の中を元

気いっぱいに走りまわり、雪合戦やそり遊びを楽しみま

した。燃え上がったやぐらの火で温まり、とんど焼きの火

子ども会で伝統の「とんど焼き」開催 1月12日（月）

で焼いたお餅やチョコマロをいただいて、すっかり元気を取り戻しました。その後、雪遊びを元気

いっぱいに楽しみ、今年一年元気に過ごせるようお祈りしました。

開会あいさつ。こんにちは、人権学習というと堅苦しいというイメージがあります。

これまでも、憲法の条文を引いて、法の下に平等で差別は許されない。生活保護法のもとに

なる健康で文化的な最低限度の生活を営む権利。それから、個人として尊重されて、自由・

生命・幸福を追求する権利と９条戦争放棄の戦争はしない、ことをつなげての話。たしかに世

界情勢をみると、平和でないと、どんな人権も吹っ飛んでしまいますから、なるほど、と。
そんな話を聴いてきたように思います。しかし、日常の

暮らしの中での人権の勉強は、そんなに多くはなかった

ように考えます。あの人の話はなぜか深いのは、正面か

ら向き合って本質をわしづかみにされており、しかもエピ

ソードをもっておられるからだと言われます。

今日は、そうした敬遠しがちな人権の話を、普段着の

ままでお話していただけます。コロナ禍で地域は人々の

つながりが薄くなったといわれますが、つながりというの

は、やさしさや思いやりが形になったものだ。それが人

権なのだ！と、チラシを読んで驚き、目の覚めるような思

いがしました。
福祉活動を取り組まれておられる、上田正之さんならではの、そうしたお話を聴かせてもらえると思い、いまから胸が

ワクワクしています。よろしくお願いします。

1月23日（金）

寸劇・大好評！

参加者35名

出演者によるカーテンコール

西城自治振興センター ２階 大集会室にて

西城市民病院 院長

郷力和明氏

上田正之 氏

寒くても元気いっぱいの子ども達

真に迫る演技社会福祉協議会主催

とんどの準備

バリ島の民族舞踊紫水高生の神楽

芸備線が好き！

小さい時はただ電車が好きで近所の踏切へ電車を見に行っていた幼少期でしたが、中学、高校はいったん鉄道趣

味から完全に離れていました。（◯◯系とか、◯◯線など、全くわからなかったです） ただ、大学に入学した際に、今ま

での自分とは違う世界、違う趣味の人たちと繋がってみるのも面白そうだなぁっと思い、鉄道研究会（通称：鉄研）の

サークルに入り、そこで様々な鉄道の趣味の世界、趣味の人たちを見たのが出発です。鉄研の活動では、全国各地を

旅して、各地域の生活や風土も見てきました。

そうした中で、列車の写真を撮る（いわゆる撮り鉄）の世界にハマり、写真を撮っていくうちに、今度は段々と写真その

ものにも興味が湧いて、大学卒業後に写真の専門学校に通ってから社会人となりました。

柴田清貴談

埼玉県鴻巣市在住

西城にたびたびお越しいただける芸備線ファンにお話しを伺いました！

「あの時、車に乗せてくれたおじいちゃんはお元気かな」とか

「あの時、お土産を渡してくれたおばあちゃんはどうしているか

な」とか

「また会いたい。あの風景をまた見たい」

こんな気持ちにさせてくれる場所は、これまでの私の人生の中で

初めてのことで、気が付くと、自分の住んでいる街より、私を知っ

ている人が多いような気がします（笑）。

外から来た私が写真を撮っていると不思議そうに声をかけていた

だくことも多く、「こんな写真を撮っているんですよ」とお見せす

ると、とても嬉しそうなお顔をされて、誇らしげにお話しする姿が

とっても印象的です。

初めて芸備線に乗ったのは2022年3月で、たまたま仕事で広島へ

出張に来ており、広島〜備後落合まで往復で乗車した際に、備後

西城駅で途中下車して、町を歩いて周りました。その時に見た、西

城町の風景が忘れられず、「ああ、また来たいな」と思い続け、ほぼ

毎月のように通いだすのは2024年1月からです。

頻繁に通ううちに地元の方に顔を覚えていただき、西城町のお友

だちもできて、いつも楽しく来ることができます。みなさん、本当に温

かい方々で初めましての自分にも親身になって話を聞いてくださっ

たり、お土産をいただいたり、毎回感謝の連続です。

写真を撮ることで、知らなかった地域、初めましての人とも繋がることができる。偶然の一致がたまたま西城町へ通う

きっかけになったわけです。

柴田さんが撮影された西城の町並み

写真の話しが弾む、柴田さんと田村会長


